
水の沸点が 100℃を示さない温度計 

 

問題提起： 水がふっとうするのは 100℃であるが，ビーカーに棒温度計を入れて水がふ

っとうする温度を調べる実験では，97℃以上にはならない。しかし，デジタル温度計は

100℃を示す。なぜ，この違いが出るのだろうか？  

 

考えられる理由： 

1. 温度計の精度が悪い 

2. 温度計の製作ミス 

3. 気圧の関係のため 

4. 温度計の測り方が異なる 

 

結論から先にいうと，1～3 の理由ではない。4 の理由による。 

 

授業において，ふっとうする水の温度を棒温度計が 100℃を示さない理由に，「温度計

の目盛りのつけ方良くない」「誤差の範囲内」「気圧の影響」などと説明してはならない。 

 

なぜ，違いが起こるのか？ 

その理由は，棒温度計の目盛りは，温度計全体がその温度になる時に目盛りがつけられ

ているからです。ビーカーで測る時にはビーカーの外に出ている部分が多く，外気によ

って冷やされます。温度計が冷やされるため，温度計は 100℃より低い温度を示します。 

 

棒温度計が 100℃を示す 

水の沸点が 100℃であることを示す実験装置は，ビーカーの代わりに，丸底フラスコを

用います。装置の写真を下に示します。 

 

メモ： 装置について 500mL の丸底フラスコを用います。300mL の丸底フラスコでも

可能です。棒温度計はクランプを使ってぶらさげます。お湯をフラスコの 1／3 ほど入

れ，温度計の液だめがお湯の下になるようセットします。沸石を２つ入れ，金あみをし

いてコンロで加熱します。なお，お湯を用いるのは時間節約のためです。加熱曲線を描

くためには水から加熱します。 

  



 

 

【コメント】 

 水の沸点が 100℃であるという実験に棒温度計が示さないということでは，何のための

棒温度計か分からない。このような批判が子どもたちから出てきた。教科書のビーカーを

使った図や動画は不適切です。このことは，2015 年から指摘されています。文献を紹介

します。 
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